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本
研
究
の
目
的
と
全
体
像

当
財
団
で
は
２
０
１
３
年
度
（
平
成
25

年
度
）
か
ら
２
０
１
５
年
度
（
平
成
27
年

度
）
に
か
け
て
、
自
主
研
究
と
し
て
「
こ

れ
か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
と
観
光
計
画
に

関
す
る
研
究
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
本

稿
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

●

近
年
、
我
が
国
の
観
光
を
取
り
巻
く
環

境
変
化
の
ベ
ク
ト
ル
は
そ
の
「
大
き
さ
」

「
向
き
」の
両
面
に
お
い
て
加
速
度
的
に
複

雑
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
計
画
策
定
時
の
力

点
や
、
計
画
実
現
に
向
け
た
主
体
の
あ
り

方
、
あ
る
い
は
計
画
指
標
の
導
入
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
と

観
光
計
画
に
関
す
る
研
究

―
―
研
究
の
概
要
と
今
後
の
方
向
性
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観光研究最前線（1）

観
光
計
画
の
姿
も
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
移
行

す
べ
き
段
階
を
迎
え
て
い
る
。

元
来
、我
が
国
に
お
い
て「
観
光
地
」に

関
す
る
定
義
づ
け
は
曖あ

い
ま
い昧
で
あ
り
、
そ
の

整
備
を
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
推
し

進
め
る
ア
ク
シ
ョ
ン
の
全
体
を
指
す「
観
光

地
づ
く
り
」や
、そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
推
進

す
る
た
め
の
基
本
方
針
や
具
体
的
方
策
、

推
進
体
制
な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
「
観
光

計
画
」
の
定
義
に
つ
い
て
も
同
様
に
曖
昧

で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、「
観
光
地
づ
く

り
」
の
取
り
組
み
や
策
定
さ
れ
た
「
観
光

計
画
」
が
我
が
国
の
観
光
地
形
成
に
一
定

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
異
論
の

な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
我
が
国
の
こ
れ
ま
で
の
観
光

地
づ
く
り
と
観
光
計
画
を
総
括
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
観
光
地
の
あ
り
方
や
観

光
計
画
の
今
後
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
を
本
研
究
の
目
的
と
し
た
。

本
研
究
の
全
体
像
を
図
１
に
示
し
た
。

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
地
づ
く
り
と

観
光
計
画
に
関
す
る
知
見
の
整
理
を
行
っ

た
。
こ
こ
で
は
、
計
画
主
体
（
民
間
→
行

政
主
導
→
住
民
参
画
）、計
画
指
標（
来
訪

者
の
総
量
→
来
訪
者
の
質
、経
済
的
指
標

→
総
合
的
指
標
）、計
画
の
力
点（
ハ
ー
ド

整
備
重
視
→
ソ
フ
ト
拡
充
重
視
）、計
画
対

象
地
域
（
観
光
地
→
非
観
光
地
へ
の
拡
張
、

計
画
ス
ケ
ー
ル
と
し
て
の
マ
ク
ロ
化
＝
広
域

圏
計
画
と
ミ
ク
ロ
化
＝
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
レ
ベ
ル

の
計
画
の
登
場
）な
ど
、
大
き
な
転
換
点

を
迎
え
た
我
が
国
の
観
光
計
画
の
状
況
を

踏
ま
え
つ
つ
、
総
括
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
地

づ
く
り
と
観
光
計
画
に
関
す
る
既
往
知
見

の
収
集
・
整
理
の
た
め
、「
人
」
と
「
地
域
」

か
ら
学
ぶ
こ
と
と
し
た
。

梅
川
　
智
也

堀
木
　
美
告

図１ 研究の全体像

（2）人から学ぶ
「これまでの観光」と
「これからの観光」

（3）これからの観光地づくりと観光計画に関する研究
■中長期的視点から見た観光・旅行市場の変化と観光地における課題
■これからの観光地のあり方とその実現に向けた方策

（1）これまでの観光地づくりと観光計画に関する既往知見の収集・整理
■観光計画とは―その定義と意義
■都道府県による観光計画の策定状況と特徴
■観光計画策定のプロセスと実践
　―観光計画策定の流れ
　―観光計画の基本的な策定方法

（2）地域から学ぶ
「これまでの観光」と
「これからの観光」

―観光計画における合意形成
―観光計画の実現と評価

社会経済環境の変化、それを受けての観光旅行市場の変化
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■
人
か
ら
学
ぶ

～
観
光
地
づ
く
り

オ
ー
ラ
ル・
ヒ
ス
ト
リ
ー
～

観
光
計
画
の
策
定
や
計
画
策
定
を
含
む

観
光
地
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
が
地
域
の
外
部
か

ら
関
わ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。大
学
な

ど
教
育
研
究
機
関
の
研
究
者
や
民
間
の
専

門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
、
あ
る
い
は
実
務
担
当
者
と
し
て
計

画
策
定
に
関
与
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、そ

の
専
門
分
野
と
し
て
は
土
木
工
学
、
都
市

計
画
、造
園
、社
会
工
学
、交
通
計
画
、観

光
地
理
、地
域
政
策
・
公
共
政
策
な
ど
、多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
に
お
け
る
基
礎
的
な
知
見
を
ベ
ー
ス

と
し
て
各
地
の「
観
光
地
づ
く
り
」に
取
り

組
む
こ
と
を
通
じ
て
、「
観
光
計
画
論
」と

い
う
枠
組
み
で
の
ス
ト
ッ
ク
が
な
さ
れ
て
き

た
と
言
え
る
が
、こ
れ
ら
の
ス
ト
ッ
ク
は
必

ず
し
も
体
系
的
に
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、

暗
黙
知
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

し
た
が
っ
て
、
当
研
究
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
「
第
一
世
代
」
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
よ
う
な
パ
イ
オ
ニ
ア
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
行
い
、
ま
ず
は
暗
黙
知
か
ら
形
式
知

へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
を
試
み
た
。
具
体

的
に
は
、
各
専
門
家
が
歩
ん
で
き
た
足
跡

の
中
か
ら
、
①
各
専
門
分
野
か
ら
見
た
観

光
地
づ
く
り
と
観
光
計
画
の
流
れ
を
社
会

的
背
景
と
と
も
に
整
理
し
、②
各
専
門
家

（
個
人
）か
ら
見
た
こ
れ
ま
で
の
観
光
地
づ

く
り
／
観
光
計
画
の
課
題
と
展
望
に
つ
い

て
整
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

我
が
国
の
「
観
光
地
づ
く
り
」
と
「
観

光
計
画
」
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
学
問
的

な
背
景
を
見
て
も
実
務
面
に
お
い
て
も
複

数
の
流
れ
が
存
在
し
て
い
る
が
、
当
財
団

で
は
鈴
木
忠
義
氏（
東
京
工
業
大
学
名
誉

教
授
）
の
観
光
計
画
論
を
基
礎
と
し
て
、

こ
の
40
年
来
、
全
国
各
地
に
お
い
て
観
光

計
画
の
策
定
や
観
光
地
づ
く
り
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、研

究
初
年
度
に
当
た
る
２
０
１
３
年
度
（
平

成
25
年
度
）
と
翌
２
０
１
４
年
度
（
平
成

26
年
度
）
は
、
当
財
団
Ｏ
Ｂ
や
、
当
財
団

と
関
係
の
深
か
っ
た
組
織
の
関
係
者
を
中

心
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

他
方
、
我
が
国
に
お
け
る
「
観
光
地
づ

く
り
」と「
観
光
計
画
」の
全
体
像
を
俯ふ

瞰か
ん

し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
当
財
団
が
た
ど

っ
て
き
た
前
述
の
系
譜
の
み
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ら
以
外
の
系
譜
に
沿

て
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
「
観

光
地
づ
く
り
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」と

し
て
順
次
公
開
を
進
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
連
の
取
材
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
観

光
地
づ
く
り
に
向
け
た
方
向
性
に
つ
い
て
、

我
々
な
り
の
知
見
、
学
ぶ
べ
き
点
に
つ
い

て
整
理
し
て
い
る
（
図
２
～
４
、
表
１
）。

■
地
域
か
ら
学
ぶ 

～
事
例
～

「
人
」
か
ら
学
ん
だ
成
果
を
オ
ー
ラ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
一
方
で
、

現
場
か
ら
観
光
計
画
に
関
す
る
今
日
的
な

課
題
解
決
へ
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
た
め
、
成

っ
た
取
り
組
み
に
も
改
め
て
注
目
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
２
０
１
５
年
度
（
平
成
27
年
度
）
は

当
財
団
と
直
接
的
な
接
点
の
少
な
か
っ
た

専
門
家
を
中
心
に
人
選
し
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
に
つ
い
て
は
取
材
対
象

者
と
の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
、
調
整
を
経図３ 取材項目の例－－「観光地づくりの先

せんだつ

達に学ぶ」

1.「観光」への接近
　・私はなぜ観光の道を選んだのか
　・観光との出会いはいつ、どこで……
2.「観光」における取り組み
　・私は観光分野で何をやってきたのか
　・私の観光分野での業績、功績は何か
3.「観光」に対する失敗と反省
　・我が国の観光の何が問題か
　・我が国の観光政策は有効に機能してきたか
　・私は観光分野で何を失敗し、何を反省しているか
4.「観光」の計画とその実現
　・私が関与した「観光計画」は実現したか
　・その要因は何か
　・（一般的に）「観光計画」はなぜ実現しないのか
5. これからの「観光」・「観光地づくり」・「観光計画」への提言
　・これからの我が国の観光、観光地づくりに必要なことは何か
　・どうすれば「良い観光地」ができるのか　＊：良い観光地とは？
　・これから「観光計画」が果たすべき役割とは何か

図２「観光地づくりオーラル・ヒストリー」の
取材・実施から取りまとめのフロー

取材の依頼
企画の説明

取材当日
（○月）

取材日から1カ月後
（○月）

取材日から3カ月後
（○月）

年度内を予定日時：○月○日（○）
場所：………
出席者：○○・○○

関連資料の
収集・整理

取材の実施 取材記録の
整理

取材記録の
確認依頼

HPに
アップロード
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功
事
例
や
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
と
し

て
注
目
さ
れ
る
地
域
を
対
象
と
し
た
現
地

調
査
を
行
っ
た
。
特
に
先
述
し
た
よ
う
な
、

我
が
国
の
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
、

さ
ら
に
は
我
が
国
の「
観
光
地
づ
く
り
」

あ
る
い
は
「
観
光
計
画
」
が
直
面
す
る
今

日
的
な
課
題
へ
の
対
応
を
考
え
る
上
で
参

考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
事
例
を
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
、
現
地
調
査
を
行
っ
た（
表
２
）。

春
蘭
の
里（
石
川
県
能
登
町
）（
写
真
１
）、

集
落
丸
山（
兵
庫
県
篠
山
市
）（
写
真
２
、３
）

な
ど
は
、い
ず
れ
も
集
落
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
い
っ
た
空
間
ス
ケ
ー
ル
で
の
取
り
組
み

で
あ
り
、
主
体
も
そ
れ
ら
の
空
間
レ
ベ
ル

と
一
対
一
で
対
応
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

観
光
に
関
す
る
取
り
組
み
の
温
度
差
が
大

表１ 観光地づくりオーラル・ヒストリー／取材対象者のリスト

表２ 主な現地調査対象地のリスト

ツェルマット
（スイス）

ルツェルン
（スイス）

バーデンバーデン
（ドイツ）

ニセコ地区
（北海道倶知安町、ニセコ町）

松島町役場
（宮城県松島町）

仏生山
（香川県高松市）

集落丸山
（兵庫県篠山市）

春蘭の里
（石川県能登町） 集落・コミュニティレベルでの観光地の魅力向上

集落・コミュニティレベルでの観光サービスの提供

まちにおける観光を含めた機能分担

企画部門主導による観光計画策定

急増するインバウンドと外資による開発圧への対応

高質な社会資本、中核資源の管理、ゆとりある
癒やしの空間、人を中心とした交通体系

高質な社会資本、コンパクトな空間の形成、
技術者の確保と育成

面的な空間の質の確保、観光政策における
戦略的互恵関係

調査対象 着眼点

図４ 当財団ホームページでの発信

写真３ 「集落丸山」の宿泊施設（兵庫県篠山市）

写真２ 「集落丸山」の全景（兵庫県篠山市）

写真１ 「春蘭の里」の各施設（石川県能登町）

原　重一
（1938〜）

三田　育雄
（1939〜）

前田　豪
（1943〜）

溝尾　良隆
（1941〜）

古賀　学
（1949〜）

小久保恵三
（1949〜）

猪爪　範子

三村　浩史
（1934〜）

阿比留勝利
（1943〜）

鈴木　忠義
（1924〜）

元（財）日本交通公社常務理事

株式会社ラック計画研究所創立者、東北
芸術工科大学名誉教授、長野大学教授

株式会社リージョナルプランニング
代表

帝京大学観光経営学科教授、元（財）
日本交通公社、立教大学名誉教授

松蔭大学観光文化学部教授、元（社）
日本観光協会 総合研究所長

流通科学大学サービス産業学部教
授、元（財）日本交通公社

地域総合研究所主任研究員、
元由布院観光協会

京都大学名誉教授

城西国際大学観光学部客員教授、元株
式会社ジェド・日本環境ダイナミックス

東京工業大学名誉教授

観光計画

観光計画

観光・リゾート
計画

地域観光学、
観光地理学

観光・リゾート
計画

観光・リゾート
計画

観光・リゾート
計画

都市計画、建築、
観光資源

観光・リゾート
計画

観光レクリエーシ
ョン計画

2013年度

2014年度

2015年度

氏名回 所属、経歴 専門分野 実施年度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

〈敬称略〉
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に
異
動
し
て
計
画
の
実
施
に
当
た
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
観
光
計
画
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
事
業
の
実
現
可
能
性
を
高
め
る
上
で

の
示
唆
が
得
ら
れ
た
。

海
外
調
査
も
実
施
し
、バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ

ン（
ド
イ
ツ
）、ル
ツ
ェ
ル
ン（
ス
イ
ス
）、ツ
ェ

ル
マ
ッ
ト（
同
）（
写
真
４
、５
）か
ら
は
、旅

行
者
の
真
の
欲
求
に
応
え
得
る
高
質
な
公

共
空
間
や
豊
か
な
時
間
の
過
ご
し
方
を
創

出
す
る
上
で
、
我
が
国
の
観
光
地
が
検
討

す
べ
き
課
題
や
そ
の
解
決
に
向
け
た
ヒ
ン

ト
を
得
た
（
図
５
）。

こ
れ
ら「
人
」「
地
域
」そ
れ
ぞ
れ
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
視
点
も

踏
ま
え
、
ま
た
、
同
時
期
に
受
託
業
務
と

し
て
取
り
組
ん
だ「
白
馬
村
観
光
地
経
営

計
画
」
策
定
業
務
（
写
真
６
）な
ど
か
ら

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
行
い
つ
つ
、
こ
れ
か

ら
の
観
光
地
づ
く
り
、
観
光
計
画
に
必
要

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
取
り

ま
と
め
た
。

■
こ
れ
か
ら
の
観
光
地

づ
く
り
と
観
光
計
画

大
き
く
社
会
経
済
環
境
が
変
化
す
る

中
で
「
観
光
」
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

性
を
増
し
て
い
る
。
そ
の
観
光
を
行
政
の

中
で
き
ち
ん
と
“
政
策
”
と
し
て
位
置
づ

け
、
計
画
的
に
進
め
る
た
め
の
、
い
わ
ば

地
域
の
“
羅
針
盤
”
が
「
観
光
計
画
」
で

あ
る
。
近
年
で
は
、
訪
日
外
国
人
が
急
増

し
て
お
り
、
そ
の
受
入
環
境
整
備
や
推
進

体
制
の
あ
り
方
な
ど
も
観
光
計
画
の
中
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う

し
た
地
域
の
新
し
い
観
光
を
切
り
開
く

“
切
り
札
”
と
し
て「
観
光
計
画
」が
積
極

的
に
策
定
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

1
多
様
な
観
光
地
の
課
題
に
対
応
し
た

　
計
画
技
術
の
向
上

当
然
な
が
ら
、
観
光
地
は
、
観
光
客
が

来
な
け
れ
ば
観
光
地
た
り
得
な
い
。
観
光

計
画
と
都
市
計
画
、
地
域
計
画
と
の
違
い

は
外
部
か
ら
人
を
呼
び
込
む
戦
略
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、
来

写真５  カーフリーの街並み（ツェルマット）

写真４  美しく整備されたクアハウス（バーデンバーデン）

写
真
６

こ
れ
か
ら
の
観
光
計
画
策
定
へ
の
挑
戦

―「
白
馬
村
観
光
地
経
営
計
画
」

図５ 我が国の観光地づくりにおいて
今後検討すべき課題
－ドイツ・スイスの視察から

1 高質な社会資本（ストック）の形成 
　 －中長期的視点でのハード整備－
2 中核資源の管理
3 ゆとりある癒やしの空間とコンパクトな空間の形成
4 面的な空間の質の確保 －用途地域と空間の質の格差－
5 人を中心とした交通体系の確保 －通過交通の排除－
6 観光政策における戦略的互恵関係の必要性 
　 －まちレベルの機能分担－
7 技術者の確保と育成
8 オフシーズンの確保
9 滞在に係るハード（ウェア）とソフト（ウェア）
� 戦略的イメージの形成 －「カーフリーリゾート」と「環境都市」
� 付帯施設を伴うカジノ
� 基層となる食文化の高さ
� 段階的なシステム
� 新たな過ごし方の導入
� 移動形態による道順の案内
� 旅程の組み方
� 日本人旅行者の行動形態

き
い
複
数
地
区
を
擁
す
る
自
治
体
や
、
広

域
合
併
し
た
自
治
体
が
そ
の
全
域
を
対

象
と
し
た
観
光
計
画
を
策
定
す
る
ケ
ー
ス

と
は
異
な
り
、
地
域
（
集
落
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）
が
抱
え
る
課
題
に
対
す
る
ダ
イ
レ

ク
ト
な
回
答
を
提
示
し
や
す
い
と
言
え
、

今
後
よ
り
細
や
か
に
地
域
課
題
に
対
す
る

回
答
を
提
示
し
て
い
く
上
で
は
重
要
な
フ

レ
ー
ム
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

宮
城
県
松
島
町
で
は
観
光
が
政
策
的
に

重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
観
光
部
門
で
は
な

く
企
画
部
門
が
主
導
し
て
観
光
計
画
を
策

定
し
た
事
例
で
あ
る
。
企
画
、
観
光
そ
れ

ぞ
れ
に
精
通
し
た
職
員
を
主
た
る
担
当
者

と
し
て
配
置
し
た
こ
と
、
計
画
策
定
時
に

は
観
光
に
精
通
し
た
担
当
者
が
企
画
部
門
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訪
す
る
観
光
客
や
観
光
産
業
の
実
態
な
ど

市
場
ニ
ー
ズ
の
把
握
、つ
ま
り
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
が
重
要
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
時
代
に
対
応
し
た
計

画
技
術
の
向
上
が
課
題
と
な
る
。

2
合
意
形
成
と
実
現
化
技
術
の
向
上

計
画
技
術
の
中
で
も
最
も
重
要
な
課

題
の
一
つ
が
合
意
形
成
と
実
現
化
で
あ
る
。

行
政
と
観
光
関
連
産
業
だ
け
で
計
画
策
定

し
て
い
た
時
代
と
は
異
な
り
、
住
民
を
含

む
多
様
な
主
体
の
参
画
が
求
め
ら
れ
る
時

代
に
お
い
て
は
、
認
知
技
術
、
合
意
形
成

技
術
、
プ
ロ
セ
ス
運
営
技
術
、
制
度
活
用

技
術
な
ど
総
合
的
な
計
画
技
術
の
向
上
が

必
要
と
な
る
。

観
光
計
画
の
場
合
、
都
市
計
画
と
は
異

な
り
、
計
画
実
現
の
手
法
が
担
保
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
観
光

地
の
基
盤
整
備
に
使
え
る
公
的
資
金
は
少

な
く
、
民
間
投
資
に
依
存
し
て
い
る
観
光

地
の
整
備
に
は
限
界
が
あ
る
。

3
観
光
計
画
と
各
種
法
定
計
画
と
の

　
連
携
強
化

「
観
光
計
画
」
は
残
念
な
が
ら
法
的
な

担
保
が
な
い
。
観
光
立
国
推
進
基
本
法
に

お
い
て
も
明
確
に
観
光
計
画
策
定
に
つ
い

て
は
規
定
し
て
い
な
い
。し
た
が
っ
て
、「
自

然
資
源
」「
人
文
資
源
」
な
ど
適
切
な
資

源
の
保
存
管
理
計
画
と
の
連
携
が
不
可
欠

と
な
っ
て
く
る
も
の
の
、
そ
の
連
携
は
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ

る
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
た
計
画
策

定
と
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
こ
そ
が

「
観
光
計
画
」
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

近
年
、
急
速
に
そ
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
の
が
、
地
域
防
災
計
画
と
の
関
係

で
あ
る
。
観
光
計
画
に
も
観
光
客
の
安
全

確
保
の
考
え
方
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

4
既
存
観
光
地
再
生
へ
の
期
待

昭
和
40
年
代
の
団
体
旅
行
が
主
役
の
時

代
に
整
備
が
進
ん
だ
観
光
地
が
更
新
期
を

迎
え
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・

イ
ン
フ
ラ
更
新
の
時
代
で
あ
る
。
最
大
需

要
に
対
応
し
て
整
備
さ
れ
た
宿
泊
施
設
や

外
延
化
し
た
温
泉
街
な
ど
、
ま
さ
に
観
光

地
全
体
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
、
コ
ン
パ
ク

ト
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
規
模
拡
大
戦

略
か
ら
質
の
充
実
戦
略
へ
と
大
き
く
舵か

じ

を

切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、“
高

質
”な
施
設
づ
く
り
、
空
間
づ
く
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。
無
論
、

迫
ら
れ
る
耐
震
化
対
応
（
強き

ょ
う

靱じ
ん

化
）
に
も

努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
「
観
光
地
経
営
」
の
視
点

“
整
備
・
開
発
”
か
ら
“
管
理
・
運
営
”

の
時
代
を
迎
え
、
観
光
地
を
経
営
す
る
、

う
ま
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
…
…
と
い
う

考
え
方
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
観
光
地
経
営
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
も
観
光
地
の
経
営
指
標
（
目

標
数
値
の
設
定
や
科
学
的
な
経
営
、意
志

決
定
の
明
確
化
な
ど
）
を
設
定
し
て
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム
で
監
理
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
観

光
統
計
に
は
課
題
も
多
く
、
そ
の
精
度
の

向
上
な
く
し
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価

指
標
）の
設
定
も
無
意
味
な
も
の
と
な
り

か
ね
な
い
。

「
観
光
地
経
営
」の
要よ

う
て
い諦
は
、組
織
と
人

材
、
そ
し
て
財
源
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

観
光
地
を
経
営
す
る
主
体
と
な
る
組
織
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
る
。近
年
で
は
、日
本
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
、
機
能
が
問
わ
れ
る
こ
と

と
な
る
が
、
観
光
地
と
し
て
の
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
、
つ
ま
り
ど
う
い
う
観
光
地
を
目
指

す
の
か
、
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
ま
ず
は

肝
要
で
あ
ろ
う
。

6
「
観
光
計
画
」
の
新
た
な
役
割

　　　――
総
合
政
策
へ
の
展
開

観
光
政
策
が
高
度
な
総
合
政
策
と
し
て

認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
単
に
観
光

部
局
だ
け
で
な
く
、
よ
り
幅
広
い
政
策
に

関
与
す
る
企
画
部
局
や
総
合
政
策
部
局

で
策
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

こ
れ
ま
で
の「
縦
割
り
」で
は
な
く
、さ

ま
ざ
ま
な
政
策
と
関
係
す
る
の
が
観
光
政

策
で
あ
り
、
既
存
の
政
策
分
野
を
活
性
化

さ
せ
た
り
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
す
る

役
割
も
有
し
て
い
る
。
そ
れ
を
総
合
的
に

コ
ー
ディ
ネ
ー
ト
す
る
の
が
、「
観
光
計
画
」

の
新
た
な
役
割
で
あ
る
。

な
お
、本
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
は
、現

在
日
本
観
光
研
究
学
会
よ
り
刊
行
中
で
あ

る
「
観
光
学
全
集
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
７
巻

﹃
観
光
計
画
論
―
理
論
と
実
践
﹄
の
一
部

と
し
て
出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
ほ
り
き　

み
つ
ぐ
／

う
め
か
わ　

と
も
や
）

＊
本
研
究
は
、
当
財
団
観
光
政
策
研
究
部
の

堀
木
美
告
（
現
淑
徳
大
学
）、
後
藤
健
太
郎
、

西
川
亮
、
梅
川
智
也
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

た
も
の
を
堀
木
、
梅
川
が
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
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